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　JRA 畜産振興事業（国産食肉加工品国際競争力強化等
調査事業）において令和 6 年度は、国産食肉加工品の国際
競争力強化等に資することを目的として、代替肉とアニマ
ルウェルフェアの取組み状況について米国で現地調査を実
施した。

1. 現地調査概要
　令和6年 10月 6日より12日までの7日間にわたり、アー
カンソー州、ネブラスカ州及びカリフォルニア州にて現地
調査を行った。

2. 米国の概況
経済
米国は世界最大の経済規模を誇り、新型コロナの拡大やウ
クライナ侵攻などが経済変動に影響を与えてきた。2023
年には実質 GDP 成長率は +2.9％となり、インフレ状況に
はあるものの個人消費支出や設備投資が成長を支える状況
にある。

海外食肉加工品生産・流通等実態調査報告（米国）
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日本食肉
加工情報

一般社団法人 日本食肉加工協会
日本ハム･ソーセージ工業協同組合

令和7年5月1日発行（毎月1回発行）第899号　　　 5
2025 MAY

No.899 JA
PA
N
 M
EA
T PRO

C
ESSIN

G
 JO
U
RN
A
L 

◉特　集　　
海外食肉加工品生産・流通等実態調査報告（米国）

業界をめぐる動き
・4月役員会の開催について
・第13回お肉検定試験結果の概要
・｢第50回FOODEX JAPAN 2025 ・ 第49回2025食肉産業展」 開催
・厚生労働省　人事異動
・関係省庁からの情報提供などについて（会員組合員宛配信情報）
・食肉科研（KAKEN）コラム ＃115

◉

ひろば　学術編
第108回　新潟大学農学部　畜産製造学研究室の紹介（3）
新潟大学農学部農学科食品科学プログラム　畜産製造学研究室　教授　西海 理之

◉

海外情報
ＥＵ　豚肉生産量は回復基調、豚枝肉卸売価格は下落
◉


